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１．制度の概要



制度創設の目的

○本邦企業がインフラ海外展開を進める上では、海外インフラプロジェクトに従事する人材の確保が重要。
○その課題の一つとして、国内の公共工事等において海外実績の活用が困難な実態等から、技術者の国内・海外間

の相互活用が進まない実態があった。
○本邦企業による今後の海外進出や国内外の技術者の相互活用を促進するため、海外インフラプロジェクトに従事

した本邦企業の技術者の実績を認定し、特に優秀な方については表彰するとともに、それらの結果を国内工事・業
務の入札時に評価する制度を2020年度に創設。

【実績認定】
申請書類の内容を確認し、海外で従事した実績として
発注者の代わりに国土交通省が認定
【表彰】

応募技術者が従事した海外の工事・業務における技
術力・創意工夫・貢献度等を評価し、特に優秀な者
について表彰※

※国土交通大臣賞のほか、今後の活躍が期待される40歳以下の若手を
対象に国土交通大臣奨励賞を授与

※ 表彰応募は原則として各企業から１名であるが、若手・女性・外国人と
いった属性の工夫により、各企業より複数名の応募も可能

海外インフラプロジェクト技術者認定・表彰制度について

対象となる技術者 実績認定・表彰手続

※ 対象となる技術者が所属する企業等（海外関連会社の場合は国内
の親会社）からまとめて申請

※ 詳細は実施要領を参照
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以下の海外建設工事又は業務の従事経験を有する、
本邦企業等に所属等する技術者※

①発注者：外国政府/政府機関に準ずる法人、海外
建設工事に関するBOTその他PPP形式の
事業における特別目的会社、国際機関、
日本政府又は政府関係機関

②受注者：本邦法人またはその海外現地法人



「海外インフラプロジェクト技術者評価委員会」について

設置目的
○「海外インフラプロジェクト技術者認定・表彰制度」について、実績認定基準の検討及び実績認定、並

びに表彰受賞者の選考基準の検討及び受賞者の選考について審議し、両制度の運用等について有
識者から合同で意見を聴取するために設置。

構成員

委員長 小澤 一雅 政策研究大学院大学教授
委員 池田 龍彦 横浜国立大学 名誉教授
委員 加藤 佳孝 東京理科大学 教授
委員 蟹澤 宏剛 芝浦工業大学 教授
委員 北野 尚宏 早稲田大学 教授
委員 松本 勝男 独立行政法人国際協力機構 上級審議役
委員 山田 菊子 (株)ソーシャル・デザイナーズ・ベース 取締役COO
委員 山田 邦博 (一財)日本建設情報総合センター 理事長

○2025.6.23
第1回委員会開催
（募集要項の審議等）

○2025.7.1～8.31
募集

○2025.12.19
第2回委員会開催
（実績認定・受賞者選考等）

2025年度開催実績

行政委員 国土交通省 技監
行政委員 国土交通省 国際統括官
行政委員 国土交通省 大臣官房技術総括審議官
行政委員 国土交通省 大臣官房海外プロジェクト審議官
行政委員 国土交通省 大臣官房技術審議官
行政委員 国土交通省 大臣官房官庁営繕部長
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（五十音順・敬称略、所属は2026年６月現在）

※2026年度も同様の日程を予定



国土交通省

評価委員会で合同審議

海外インフラプロジェクト技術者認定・表彰のフロー
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○本制度による技術者の認定・表彰実績を、2021年４月１日以降に入札契約手続を開始する直轄工事・業務の
入札・契約から評価に活用。

○認定実績を同種工事等の実績として認めるとともに、表彰実績を国内での優良工事表彰等と同等に加点評価。
○本制度の活用状況をフォローアップし今後の制度改善に活かすため、国内工事・業務での活用実績登録を実施中。

■直轄工事等における認定・表彰の評価への活用（イメージ）

総合評価落札方式における技術評価

平均成績

工事実績

表彰

認定された海外実績を
国内の実績と同様に評価

認定制度では評定点は与えられない
ため、成績の評価は今後の課題とし、
当面、平均成績への点数付与は行わ
ない

表彰された海外実績を国内の
優良工事表彰等と同様に加点

評価項目

「国土交通大臣賞」を局長表彰相当、「国土交通大
臣奨励賞」を部長・事務所長表彰相当とするなど、
既存の運用を踏まえて適切に運用

評価への反映方法

国発行の認定証により海外実績を工事実績情報システム
（コリンズ）等に登録可能となり、実績証明に活用可能

企業の能力等

技術者の能力等

技術提案

※工事の「技術提案評価型」の場合の例

技
術
評
価
点

認定・表彰された実績の直轄工事・業務における評価
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２．2025年度の実施結果



２０２０～２０２５年度 技術者認定・登録実績

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023年度2024年度2025年度

その他建設コンサ
ルタント建設会社その他建設コンサ

ルタント建設会社その他建設コンサ
ルタント建設会社

45社34社27社1社７社15社23社3社5社12社20社1社8社9社18社受付
企業等数

(46社)(35社)(27社)(1社)(7社)(15社)(23社)(3社)(5社)(12社)(20社)(1社)(8社)(9社)(18社)（申請企業等数）

366
事業

213
事業

97
事業1事業36事業36事業

73
事業

*
6事業11事業

*
29事業

44
事業2事業34事業22事業

58
事業

認定証
発行事業数

(422事業)(219事業)(106事業)(1事業)(36事業)(38事業)(75事業)(6事業)(11事業)(30事業)(45事業)(2事業)(37事業)(22事業)(61事業)（申請事業数）

707名695名339名2名67名125名194名22名34名127名183名17名50名95名162名
認定証
発行者数

(742名)(785名)(371名)(2名)(70名)(147名)(219名)(31名)(36名)(165名)(232名)(17名)(52名)(104名)(173名)（申請者数）

1091
件

901
件

386
件2件104件131件

237
件24件39件131件

194
件18件80件103件

201
件

認定証
発行件数

(1203件)(1,017件)(430件)(2件)(109件)(155件)(266件)(33件)(41件)(174件)(248件)(18件)(86件)(117件)(221件)（申請件数）

実績認定件数

*１つの事業を、「建設会社」と「その他」（鋼橋等の製作を担当）でJVを組み実施した案件を含むため、合計と一致せず。 8



２０２０～２０２５年度 表彰件数

大臣賞及び奨励賞 表彰件数

表彰者数 国土交通
大臣奨励賞

国土交通
大臣賞 業務工事業務工事業務工事

2名1名3名2名1名3名4名2名6名2025年度
(12名)(6名)(18名)（応募数）

１名２名3名4名7名11名5名9名14名2024年度
(7名)(21名)(28名)（応募数）

２名２名4名3名10名13名5名12名17名2023年度
(9名)(19名)(28名)（応募数）

4名6名10名4名12名16名8名18名26名2022年度
(11名)(27名)(38名)（応募数）

1名8名9名1名14名15名2名22名24名2021年度
(9名)(35名)(44名)（応募数）

2名9名11名4名13名17名6名22名28名2020年度
(22名)(39名)(61名)（応募数）
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２０２５年度 海外インフラプロジェクト優秀技術者表彰式

〇開催日：2026年2月17日（火）14時00分～14時30分

〇開催場所：中央合同庁舎３号館８階 特別会議室
（対面とオンラインのハイブリッド形式）

10小澤委員長祝辞 国土交通大臣賞(上)・奨励賞(下)受賞者 副賞授与 

■次第
・国土交通大臣挨拶
・委員長挨拶
・表彰状授与（大臣賞、大臣奨励賞）
・受賞者スピーチ
・写真撮影

金子大臣祝辞 表彰状授与 



２０２５年度に実施した広報活動の報告（表彰者のPRを中心に）

〇受賞者の（顔写真・プロジェクト概要・メッセージ等）をまとめたパンフレットを公開
〇受賞者に対するインタビュー動画及び表彰式動画をYouTubeで配信
〇委員会開催や表彰式実施に関してプレスリリース、X（旧ツイッター）での発信
〇業界紙・業界雑誌への寄稿を実施し、幅広く関係者へ周知

MLIT Channel
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